
2017年9月28日（木） 18：00～19：20 

《座長》  済生会新潟第二病院 地域連携福祉センター 斎川 克之 氏 

《講演Ⅰ》 18: 00 ～ 18 : 20         

「院内外の多職種連携による早期退院支援の取り組み」 

                            若草第一病院 健康相談課 久保 瑠美 氏 

《講演Ⅱ》 18: 20 ～ 18 : 40  

「地域と経営視点に立った連携実務」 

                    倉敷中央病院 地域医療連携・広報部 十河 浩史 氏 

《講演Ⅲ》 18: 40 ～ 19 : 00  

「相手の立場を踏まえた連携実務の実践」 

                一般社団法人 日本地域統合人材育成機構 重田 由美 氏 

《ディスカッション》 19: 00 ～ 19 : 20  

「地域包括ケア時代における医療連携のあり方」 

 地域包括ケアシステムの構築が叫ばれ、全国の市町村では「平成30年までに在宅医療介護連携を推進・整備しなけ
ればならない」ことが介護保険法に定められております。医療介護連携を主とした多職種の顔の見える関係が作られ、職
種間の相互理解が進む中で、あらためて重要になるのが、地域における病院の役割です。その地域で病院がどのように地
域と関わっていけるかが重要な時期といえます。 

 今回のテーマは、 「地域住民に安心を与えられる医療連携の実現に向けて」です。３名の演者から院内・院外におけ
る地域連携に関する取組について本音で語っていただき、地域包括ケア時代における病院連携室のあり方について考え
てみたいと思います。 

地域住民に安心を与えられる 

          医療連携の実現に向けて 
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ご自宅や病院、診療所などから、 

ご視聴いただきますようご案内申し上げます。 

日時 

Web講演会の視聴方法は別紙をご覧ください 



《講演Ⅰ》 

「院内外の多職種連携による早期退院支援の取り組み」 

退院支援においては、早期リハビリの開始が回復を早め、早期社会復帰のためには
早期退院支援が重要であると認識します。当院では、平成20年度から地域連携
パス、平成24年度から退院支援パスを運用してまいりました。また、退院支援にお
いて重要となる多職種連携等を推進してきた結果、平成28年度診療報酬改定の
退院支援加算１として評価されることにつながりました。これらの活動経過と成果を
報告させていただきます。 

《講演Ⅱ》 

「地域と経営視点に立った連携実務」 

《講演Ⅲ》 

「相手の立場を踏まえた連携実務の実践」 

地域でどんな役割を担うか明確にし、組織として存在し続けることが重要です。それ
には多角的な視点で定量的に自組織を見つめ施策を立案し実践する必要がありま
す。地域連携は経営そのもので紹介の受け入れから転退院の流れを最適化し、自
院を越えて地域全体としての最適解を見つけることが重要です。今回は連携事務
（病院経営管理士・診療情報管理士）にスポットをあてその具体的な実践と結果
をお伝えいたします。 

地域連携は良好な関係の積み重ねです。これから医療や介護に携わる人たちが
シームレスな連携を行うためには、「つながる心（お互いがお互いの立場と役割を理
解し、支え補い、協働する関係を持つ心）」をもつこと。そしてヘルスケアに関係し合
うあらゆる人や場、情報や知、モノゴトを繋ぎ巻き込み統合する力を強化することが
重要だと考えます。今回は、これからの医療現場における協創のアプローチのための
思考や対応方法についてお話しします。 

2017 

主催 



［ Web講演会の視聴方法 ］ 

「Seminar Web講演会」 をクリックしてください。 
登録したメールアドレス、パスワードでログインし、 
右上にある      をクリックしてください。 


